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6 安全情報 

第1章  安全情報 

本システムの部品を開梱、設置する前に、このマニュアルをお読みください。 

1.1 このマニュアルで使用している危険表示アイコン 

危険 

 

回避しないと死亡または重傷に至る危険状態を示

します。 

注意 

 

傷害の可能性には関係しない状況を示します。 

1.2 コントローラボックス内の注意ラベル 

 

このラベルが測定器に付けられている場合、測定器のマニュアル

の中に参照箇所があることを示します。 

 

 

このラベルが測定器に付けられている場合、感電の危険性を示し

ます。 

 

このラベルが測定器に付けられている場合、保護接地（グラウン

ド）の位置を示します。 



 

7 概要 

第2章  概要 

Con TROLL® PRO モジュールはすべて、以下の利点を備えています。 

• NEMA 4X/IP66 規格に適合 

• 頑丈なキーパッドとディスプレイウィンドウ 

• 使いやすいコントローラソフトウェア 

• オプションの単 2 アルカリ電池バックアップ 

コントローラ仕様の全リストは、33 ページの「仕様」をご覧ください。 

2.1 機種 

Con TROLL PRO プロセスコントローラモジュールには、以下の 3 種

類の仕様があります。 

• Con TROLL PRO モデル DC-L、バッテリー電源または太陽電池電

源で動作するコントローラで、データ収集機能を備えていますこの

仕様では、1 次電源として 9～36 VDC（ ）、最大 0.2 A の電源が

必要です。リモートアプリケーションに適し、低電圧リレーをトリ

ガーすることができます。 

• Con TROLL PRO モデル AC、100～240 VAC（~）、0.15 A、50

～60 Hz の電源で動作するコントローラで、データの表示および伝

送が可能です。商用電源に接続でき、データ収集機能を必要としな

い用途に適しています。この仕様では、低電圧および高電圧のリレー

をトリガーすることができます。 

2.2 梱包箱の内容 

コントローラを梱包箱から取り出します。梱包箱には次のものが含まれ

ています。 

• コントローラ（1） 

• コントローラプラグ（5） 

• ドームコネクタ（3） 

• O リング（6） 

• 大型ロックナット（6） 

• 密封された乾燥剤パック（1）、設置したコントローラの中に入れる

ことになります。 

• 開封された乾燥剤パック（1）、輸送中に測定器を保護していたもの。 

コントローラの梱包を開いた後、廃棄してください。 

図 1 に、DC 電源仕様を示します。図 2 に、AC 電源仕様を示します。 

注意：梱包箱の内容物が
すべて揃っていること
を確認した後、コント
ローラを梱包箱に戻し
て設置場所まで運んで

ください。 



 

8 概要 

図 1 DC 電源仕様の内部写真 

 

 

図 2 AC 電源仕様の内部写真 

 

 



 

9 コントローラの取り付け 

第3章  コントローラの取り付け 

 

危険 
このマニュアルに記載された Con TROLL 測定器の設置は、正しいトレーニン
グを受けた資格のある作業者だけが行ってください。この測定器は、安全な場
所でのみ使用することを目的として設置してください。 

 

3.1 設置キット（オプション） 

In-Situ 社 Con TROLL 設置（Cat. No. 0087560）には、以下のものが

含まれます。 

• ステンレス製取り付けブラケット 2 個 

• 1 1/2～3 1/2 インチ（38～89 mm）径のホースクランプ 2 個 

• 取り付けタブ（4）、ナット（4）、ねじ（4）が入った包装物 1 個 

• DIN レール取り付けブラケット 

取り付けタブと一緒に包装されているナットとねじは、取り付けブラ

ケットにも使用することができます。 

 
図 3 Con TROLL PRO 設置キット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り付け 
ブラケット 

取り付けタブ（4）、ナット、

およびねじ 

DIN 取り付けク

リップ（2）および

ねじ（4） 

ホース 
クランプ 
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3.2 設置手順 

3.2.1 コントローラの寸法 

• 図 4 に蓋を閉じた状態のコントローラの寸法、図 5 に蓋を開いた状

態のコントローラボックスの寸法を示します。この図には、同梱の

取り付けタブを使わずに壁面またはパネルに取り付ける場合の穴あ

け位置が示されています。 

• 図 4 に、コントローラの奥行き方向の寸法を示します。壁面または

パネルに取り付ける場合、筐体扉の開閉や電気的接続を行うために

十分なスペースを取ってください。 

 

図 4 蓋を閉じた状態のコントローラの寸法 

 
 

図 5 蓋を開いた状態のコントローラの寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M4 ステンレス鋼インサート 
304 / 18-8 型 
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図 6 側面の寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.2 ポールへの取り付け 

1. 取り付けキットから 4 個のナットと 4 本のねじを取り出します。 

2. 筐体を開いて、ボックスの隅にある穴にそれぞれ 1 個ずつナットを

入れます（図 7）。 

3. ねじ回しを使って、ナットを定位置まで押し込みます（図 7）。 

 

図 7 筐体へのナット落とし込み 

     

 

4. 2 個のブラケットを、突起部を下向きにして筐体の背面に合わせま

す（図 8）。 

5. 取り付けブラケットを、それぞれ 2 本のねじで筐体に固定します。

ねじが、手順 2 と 3 で押し込んだナットに正しくねじ込まれてい

ることを確認します（図 9）。 

6. 2 個のホースクランプを取り付けポールにはめて、ほぼ固くなるま

で締め付けます。 

7. 取り付けブラケットの突起部をホースクランプに差し込みます（図

9）。 

8. ホースクランプを完全に締め付けて、コントローラユニットをポー

ルにしっかり固定します。 

アセンブリ 

断面 B-B 

断面 A-A 
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図 8 取り付けブラケットの固定 

 

 
 
図 9 ポールに取り付けたコントローラの背面および側面写真 

    

 



 

13 コントローラの取り付け 

3.2.3 取り付けタブを使用した壁面への取り付け 

オプションの取り付けキットには、コントローラを壁面またはパネルに

取り付けるための 4 本のねじ、ナット、およびタブが入った壁面取り付

け金具一式が含まれています。取り付けタブ金具に添付されている説明

書に従ってタブを取り付けてください。 

 

図 10 タブを付けたコントローラの背面写真 

 

 

3.2.4 ユーザーが用意したねじと金具を使用した壁面取り付け 

ユーザー自身で取り付け金具を用意し、コントローラを壁面に固定する

ことができます。図 7 に、ナットの配置を示します。壁面の材質に最適

なねじを使用してください。 

 

図 11 コントローラの背面写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらかじめ空けられたドリル穴

（直径 0.15インチ（約 3.8 mm）） 



 

14 コントローラの取り付け 

 
図 12 ユーザーが用意した金具を使用した壁面取り付けのためのテンプレート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原寸ではありません。 
寸法通りのテンプレートは取り付けキットをご覧ください 
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3.2.5 筐体の DIN レール取り付け 

レール取り付けクリップは、同梱されている#6 ねじを使って筐体に固

定します。 

1. 筐体を開いて、ボックスの隅にある穴にそれぞれ 1 個ずつねじを落

とし込みます（図 13）。 

2. 長いねじ回しを使って、ねじを押し込み筐体背面に通します（図

13）。 

3. DIN クリップを、図 14 に示す向きにして筐体の上部に合わせます。 

4. 長いねじ回しを使って、ねじをクリップに締め付けます。 

5. 残りのねじとクリップについて、手順 2～4 を繰り返します。 

6. DIN レールに取り付けます。 

 

図 13 筐体へのねじのはめ込み 

   

 

図 14 DIN クリップへのねじ固定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筐体上部

DIN クリップ 

ねじ、#6 



 

16 コントローラの取り付け 

3.3 筐体へのドームコネクタおよびプラグの取り付け 

この製品は指示通りに設置した場合、保護等級 IP-67、最大で 1 m の深

さへの一時的な水没に耐えることができます。保護等級 IP-67 に適合す

るために、以下の条件を満たさなければなりません。 

• 蓋を完全に閉じて、ねじで固定すること。 

• 6 個のポートについて、コードグリップとケーブル、ポートプラグ、

またはこれらの組み合わせのいずれかによって栓をすること。 

• 上記に加えて、以下に説明する通り、O リングを使用すること。 

以下の手順により、プラグとドームコネクタを筐体に取り付けます。 

1. 大型の O リングを、プラグまたはドームコネクタのねじが切られ

た端部にはめます（図 15）。 

2. プラグまたはドームコネクタのねじが切られた端部を、筐体底部に

ねじ込みます。「ぴったり」締まるまで締め付け、さらに 1/2 回転

締め付けます。締めすぎないでください。 

3. 筐体の内側で、ロックナットを凹面側を下にしてプラグまたはドー

ムコネクタのねじが切られた端部にはめて、マイナスねじドライバ

と木づちを使って締め付けます（図 16）。ロックナットの上にねじ

山がほぼ 1 つ見えるようになるまでロックナットを締め付けます。 

4. ねじが切られたコネクタにドームナットをねじ込みます。「ぴった

り」締まるまで締め付け、さらに 1/2 回転締め付けます。締めす

ぎないでください。 

5. ドームコネクタにセンサーまたは電気ケーブルを通し、資格を持っ

た電気技術者が後で配線を行えるようにします。約 1.7 N･m のト

ルクで締め付けます。 

図 15 コントローラボックスの金具 

 

 

 

 

 

 
 
図 16 取り付けた状態のポートプラグ（左）および取り付けた状態のドームコネクタ（右） 

 

 

 

 

大型 O リング 

ポートプラグ 

ドームコネクタ 

ロックナット 

ロックナット 

大型 O リング 

ロックナット

大型 O リング

ポートプラグ 

ドームコネクタ
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第4章  配線 

 

危険 
このマニュアルに記載されたCon TROLL PRO測定器の設置は、正しいトレー
ニングを受けた資格のある作業者だけが行ってください。この測定器は、安全
な場所でのみ使用することを目的として設置してください。 

4.1 電源のオプション 

Con TROLL PRO プロセスコントローラモジュールには、以下の 2 種

類の電源オプションがあります。 

• DC 電源、1 次電源として 9～36 VDC の電源が必要です。この仕様

では、低電圧（< 50 V）のリレーだけをトリガーすることができま

す（23 ページの「入力／出力の接続」をご覧ください）。 

• AC 電源、1 次電源として 100～240 VAC の電源が必要です。この

仕様では、I/O 基板を通して低電圧リレー（< 50 V）だけ（23 ペー

ジの「入力／出力の接続」をご覧ください）、および AC 基板を通じ

て高電圧リレー（> 50 V）だけをトリガーすることができます。 

4.2  静電気放電（ESD）についての推奨事項 

• 配線を接続する前に、グラウンドに接続した金属製の物体に触れる

ことにより自分の体に溜まっている静電気を放電させてから、回路

基板や内部の部品に触ってください。 

• 配線を接続するときは、ESD リストストラップまたは同様の器具を

装着し、適切に接地された状態を保ってください。 

4.3 ユーザー側で用意していただく電気設備 

エンドユーザー側で以下のものを用意していただく必要があります。 

• 18-12 AWG（IEC 1.02-2.05 mm）規格の電線 

→電線管または 100～240 VAC 電源を使用した電気的接続用 

• 24-12 AWG（IEC 0.5-2.05 mm）規格のケーブル 

→リレーおよび PLC 装置の接続用 

• 単 2 アルカリ電池 2 個（オプション―バックアップ用のみ） 

電線管を使用した固定配線の場所について、過電流／切断保護装置

を備えた 100～240 VAC または 9～36 VDC 電源は、エンドユー

ザー側でご用意下さい。 

• コード付きプラグとソケットを使用する場所について、承認済みの

適切な配線はエンドユーザー側でご用意いただくことになります。 
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4.4 単 2 電池の取り付け（オプション） 

 

危険 
リチウム電池または充電式単 2 電池は使用しないでください。単 2 アルカリ電
池だけをご使用ください。 

 
1. 単 2 アルカリ電池を、電池のプラス側が電池ホルダーのプラス端子

に、電池のマイナス側が電池ホルダーのマイナス端子に合うように

して差し込みます（図 17）。 

 
図 17 単 2 アルカリ電池の向き 

 

4.5 ドームコネクタの水密性の確認 
15 ページの 3.3 節「筐体へのドームコネクタおよびプラグの取り付け」

に従って取り付けたドームコネクタは、センサーケーブルまたは電気

ケーブルを配線した後、しっかりと締め付ける必要があります。これら

のドームコネクタは、重量がかかることを想定したものではありませ

ん。最良の結果を得るために、以下の点を確認してください。 

• コネクタを締め付けた後、ケーブルがスライドしたり揺れ動いたり

しないこと。 

• しっかりした配線接続が行えるよう、十分な長さのケーブルがコネ

クタを通って引き込まれていること。 

• 水による重量または力がケーブルにかかっていないこと。 

4.6 配線の確認 
すべてのセンサーおよび電源を正常に動作させるために、以下の点を確

認してください。 

• それぞれのリード線が、先端から 1/4 インチ（6.35 mm）まで被覆

を剥がし、終端処理されていること。 

• 各リード線が、端子盤にしっかりとねじ止めされていること。 

• 各リード線が端子盤に接触していること。リード線のプラスチック

被覆が端子盤に挟まれていると、電気的に接続されません。 

• 未使用のリード線は、クリップでとめるかまたはキャップをかぶせ

てあること。 
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4.7 AC の電気的接続 

 

危険 
配線接続を行う前に、測定器への電源が切り離されていることを確認してくだ
さい。 

 

表 1 Con TROLL の AC 配線接続 

ピン 説明 北アメリカ配線規格色 ヨーロッパ配線規格色 

L ライン 黒 茶 

N 中性線 白 青 

 
保護接地 緑 緑および黄 

 

 

図 18 保護接地用ねじの位置と接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アース線を緑色のねじで

金属製フレームに接続し

ます。 
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図 19 AC 回路基板および端子の接続 

 

1. 測定器への電源を切り離します。 

2. プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. プラスねじドライバを使って AC 基板のカバーを外します。 

4. カバーを慎重に引っ張って筐体から外します。 

5. 図 18 に示すように、緑色の保護接地線を金属製ねじに接続します。 

6. 表 1 の説明のとおり、保護接地線の反対側の端を回路基板に接続し

ます。 

7. 被覆を剥がし、終端処理した黒色と白色のコンジットまたは電源

コードの電線を、表 1 および図 19 に示すように端子盤に接続しま

す。 

8. カバーを筐体に再び取り付けてねじを締めます。 

9. コントローラの蓋を元の位置に戻します。 

10. 機器への電源を再び接続します。 

電
源 

リ
レ
ー 

リ
レ
ー 

1

2
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4.8 リレーの接続 

 

危険 
配線接続を行う前に、測定器への電源が切り離されていることを確認してくだ
さい。 

 

危険 
低電圧回路（< 50 V）を AC 入力端子へ接続しないでください。 

 
 

1. 測定器への電源を切り離します。 

2. プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. プラスねじドライバを使って AC 基板のカバーを外します。 

4. カバーを慎重に引っ張って筐体から外します。 

5. 被覆を剥がし、すずメッキしたリレーのリード線を、表 2 の説明の

とおり端子板に接続します。 

6. カバーを筐体に再び取り付けてねじを締めます。 

7. コントローラの蓋を元の位置に戻します。 

8. 機器への電源を再び接続します。 

 
表 2 Con TROLL の AC 配線接続 

ピン 説明 

NC1 または NC2 ノーマリクローズ 

COM コモン 

NO1 または NO2 ノーマリオープン 

4.9 AC 電源の切り離し 

• 電源コードを使用している場合、電源を切り離すにはコンセントの

位置でコードのプラグを抜きます。 

• 固定配線された商用電源を使用している場合、電源を切り離すには、

エンドユーザー側で用意された断路器を使って外部分岐回路で電源

をオフにします。 

4.10 乾燥剤パック 

コントローラボックスを閉じる前に、5 インチ（127 mm）の乾燥剤パッ

ク（Cat. No. 0087630）をコントローラ内に入れてください。このと

き、配線が動かないよう注意してください。 
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第5章  入力／出力の接続 

入力／出力基板は図 20 に示す通り、筐体内の左側に配置されています。 

図 20 入力／出力基板および必要な電線の種類 

 

 

PLC：24-12 AWG（IEC 0.5-2.05 mm）規格のケーブルが必要です。PLC の接続は通常、 
以下で構成されます。 

• Con TROLL PRO AC 電源仕様の場合 … 付属機器への電源供給のための 24 VDC 出力 
• Con TROLL PRO DC 電源仕様の場合 … 電源供給のための 9～36 VDC 入力（必要） 
 

プローブ A：RuggedCable® 7 芯裸線ケーブルが必要です。 

プローブ B：RuggedCable® 7 芯裸線ケーブルが必要です。 

4-20mA：24-12 AWG（IEC 0.5-2.05 mm）規格のケーブルが必要です。 
電流出力の為には外部から DC 8-36V 供給によるループ接続が必要になります。 

低電圧用（>50V）接点 1：24-12 AWG（IEC 0.5-2.05 mm）規格のケーブルが必要です。 
 

低電圧用（>50V）接点 2：24-12 AWG（IEC 0.5-2.05 mm）規格のケーブルが必要です。 

黒 

緑 

青 

赤 
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5.1 PLC への接続 

 

危険 
配線接続を行う前に、測定器への電源が切り離されていることを確認してくだ
さい。 

 
PLC の接続は通常、以下で構成されます。 

• Con TROLL PRO AC 電源仕様の場合、付属機器への電源供給のた

めの 24 VDC 出力 

• Con TROLL PRO DC 電源仕様の場合、コントローラへの電源供給

のための 9～36 VDC 入力（必要） 

 

危険 
DC 電源仕様に AC 電源を接続しないでください。 

 
1. 測定器への電源を切り離します。 

2. プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. 被覆を剥がし、すずメッキした PLC のリード線を、以下のとおり

端子板に接続します。 

端子ブロック 説明 

GND 信号グラウンド 

485A- RS485 マイナス側 

485B+ RS485 プラス側 

電源 入力 DC／出力 AC 
 

4. コントローラの蓋を元の位置に戻し、ねじを締め付けます。 

5. 機器への電源を再び接続します。 
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5.2 センサーの配線接続 

 

危険 
配線接続を行う前に、測定器への電源が切り離されていることを確認してくだ
さい。 

 

注意 
In-Situ センサーを取り付ける前に、それらの通信設定が工場出荷時設定値に
なっていることを確認してください。新品のセンサーは、そのように設定され
ています。既存のセンサーを使用される場合は、Win-Situ® 5 ソフトウェアを
使用して通信設定をリセットしてください。 

 
 
 
 
 
  

1. 測定器への電源を切り離します。 

2. プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. 被覆を剥がし、裸線 7 芯の RuggedCable のリード線を、以下の

通り端子板に接続します。 

GND 黒 

485A- 緑 

485B+ 青 

電源 赤 

緑色のアース接続用ねじ

（図 21） 

シールド（銀色） 

 
4. 未使用のリード線（茶色と白色）は、クリップでとめるかまたは

キャップをかぶせてください。 

5. コントローラの蓋を元の位置に戻し、ねじを締め付けます。 

6. 機器への電源を再び接続します。 

 

図 21 アース接続部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：Twist-Lock コネク
タ付きの RuggedCable®

の使用を希望される場合
は、長さの短いオス型コ
ネクタ RuggedCable7
芯裸線ケーブルをご注文
ください。これをコント
ローラ内に配線し、既存
の Twist-Lock ケーブル
コネクタに接続すること
ができます。 

アース接続用ねじ 
（センサーの銀色の線を接続） 
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5.3 4-20mA 出力 

 

危険 
配線接続を行う前に、測定器への電源が切り離されていることを確認してくだ
さい。 

 

危険 
ループ端子間に加えることができる最大電圧は 36 V です。 

 
1. 定器への電源を切り離します。 

2.   プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. 被覆を剥がし、ツイストペア・シールド線（24-12 AWG（IEC 

0.5-2.05 mm）規格、4-20 mA）を、以下のとおり端子板および

保護接地（グラウンド）に接続します。 

LOOP2- ユーザー支給装置のマイナス側 

LOOP2+ ユーザー支給装置のプラス側 

LOOP1- ユーザー支給装置のマイナス側 

LOOP1+ ユーザー支給装置のプラス側 

緑色のアース接続用ねじ

（図 21） 

シールド（銀色） 

 
4. 装置側の端でリード線の接続を行います。ケーブルの両端で装置を

グラウンドに接続することは、しないでください。 

5. コントローラの蓋を元の位置に戻し、ねじを締め付けます。 

6. 装置への電源を再び接続します。 
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5.4 I/O 基板上のリレーの接続 

DC 電源仕様と AC 電源仕様で、使用できるリレーの種類が異なること

にご注意ください。 

DC 電源仕様 

I/O 基板を通して低電圧リレーだけを使用することができます。 

AC 電源仕様 

I/O 基板を通して、低電圧リレーを使用することができます。 

AC 基板を通して、高電圧リレーを使用することができます。 

 

危険 
高電圧回路（> 50 V）を I/O 基板用コネクタに接続しないでください。 

 

危険 
配線接続を行う前に、測定器への電源が切り離されていることを確認してくだ
さい。 

 
 

1. 測定器への電源を切り離します。 

2. プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. 被覆を剥がし、すずメッキしたリレーのリード線を、以下のとおり

端子板に接続します。 

GND 信号グラウンド 

COM1 (または COM2) コモン 

NC1（または NC2） ノーマリクローズ 

NO1（または NC1） ノーマリオープン 
 

4. コントローラの蓋を元の位置に戻し、ねじを締め付けます。 

5. 装置への電源を再び接続します。 

5.5 乾燥剤パック 

コントローラボックスを閉じる前に、5 インチ（127 mm）の乾燥剤パッ

ク（Cat. No. 0087630）をコントローラ内に入れてください。このと

き、配線が動かないよう注意してください。 
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第6章  バッテリーボックス（オプション） 

6.1 バッテリーボックスキットの概要 

オプションの外部バッテリーボックスキットは、DC-L 電源仕様の Con 
TROLL PRO コントローラにバッテリーから電源を供給するよう設計
されています。また、10 W または 20 W の太陽光パネルと組み合わせ
て使用することもできます。キットには以下のものが含まれます。 

• バッテリーボックス 

• 7 アンペア時の鉛蓄電池 2 個 

• バッテリーボックスと Con TROLL 筐体内のシリアル基板とを接続
する電源コード 1 本 

• 取り付け金具 

以下の工具が必要です。 

• ワイヤストリッパ、ワイヤカッター、カッターナイフ 

• レンチ 

• 小型ねじ回し 

6.1.1 バッテリー取り扱いの注意点 

• バッテリーは、最大限の充電容量を確保し、予期しない電源異常を
防止するために、18～24 ヶ月毎に交換してください。 

• 短期間または長期間にわたり保管する場合は、バッテリーを取り外
してください。 

• バッテリーボックスの外面は、湿らせた柔らかい布で拭いてくださ
い。アンモニアやその他の強い化学薬品は使用しないでください。 

• バッテリーボックスの側面にあるガス流通口は、汚れやごみがない
状態に保たなければなりません。必要に応じて清掃してください。 

6.2 電源コードの準備 

電源コードは、バッテリーボックス内に接続された状態で納品されま
す。コードをCon TROLL筐体内のシリアル基板に配線するために、コー
ドのもう一方の端の準備をする必要があります。 

1. カッターナイフまたは大型のワイヤストリッパを使って、ケーブル
の外装を約 4 インチ（102 mm）剥がします。 

2. 白色と黒色の電線が現れます。小型のワイヤストリッパを使って、
それぞれの電線の被覆を 1/4～1/2 インチ（6.35 mm～12.7 mm）
剥がします。 

3. シールドやその他の線が残っていれば、ワイヤカッターを使って完
全に切り取ります。 
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6.3 バッテリーボックスの取り付け 

1. バッテリーボックスを Con TROLL PRO と同じポールまたはレー
ルに取り付けます。直径 2 1/2～3 インチ（63.5 mm～76 mm）
のポールへの取り付け用ブラケットが同梱されています。 

外部バッテリーボックスと Con TROLL PRO 筐体との接続 

1. ケーブルを、外部バッテリーボックスから Con TROLL PRO 筐体

まで配線します。 

2. ケーブルをドームコネクタに通し、筐体内に引き込みます。 

3. Con TROLL PRO 設置マニュアルの 24 ページ 5.1 節「PLC の接

続」に記載されているとおり、リード線を I/O 基板の PLC 入力端

子に接続します。 

4. ケーブルのもう一方の端はドームコネクタを通り、バッテリーボッ

クス内に入ります。 

5. レンチを使ってドームコネクタを固く締め付けます。 

6.4 バッテリー端子の接続 

1. 図に示すようにバッテリーをボックス内に置きます。 

2.  黒色（マイナス）のリード線を黒色の端子に接続します。 

3.  赤色（プラス）のリード線を赤色の端子に接続します。 

赤色のリード線を接続すると、画面バックライトが点等します。 

 

図 22 バッテリーボックス内部の構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リード線が接続されたバッテリー 

充電コントローラ 

端子ブロック 
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第7章  メンテナンス 

 

危険 
このマニュアルに記載された Con TROLL 測定器の設置は、正しいトレーニ
ングを受けた資格のある作業者だけが行ってください。この測定器は、危険の
ない場所での使用だけを目的として設置してください。 

 

7.1 筐体外面のクリーニング 

筐体は、湿らせた柔らかい布で定期的に拭いてください。溶剤は使用し

ないでください。 

7.2 乾燥剤の交換 

乾燥剤により、筐体内の電子部品の寿命が保証されます。乾燥剤（Cat. 

No. 0087630）が青色からピンクに変わったら交換してください。 

 

危険 
配線接続を行う前に、測定器への電源が切り離されていることを確認してくだ
さい。 

 
1. 測定器への AC 電源を切り離します。 

2. プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. ピンク色になった乾燥剤を新しい乾燥剤パックに交換します。 

4. コントローラの蓋を元の位置に戻し、ねじを締め付けます。 

5. 装置への電源を再び接続します。 

7.3 単 2 電池の交換 

 

危険 
リチウム電池または充電式の単 2 電池は使用しないでください。単 2 アルカ
リ電池だけをご使用ください。 

 

1. 測定器への AC 電源を切り離します。 

2. プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. 使用済みの電池を取り外して、適切に廃棄します。 

4. 新しい単 2 アルカリ電池を、電池のプラス側が電池ホルダーのプラ

ス端子に、電池のマイナス側が電池ホルダーのマイナス端子に合う

ように電池ホルダーに差し込みます（図 23）。 

5. コントローラの蓋を元の位置に戻し、ねじを締め付けます。 

6. 装置への電源を再び接続します。 
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図 23 単 2 電池およびクロック用電池 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.4 クロック用電池の交換 

1. 測定器への AC 電源を切り離します。 

2. プラスねじドライバを使ってコントローラの蓋を外します。 

3. 必要に応じて、使い切ったクロック用電池を 3 V のリチウム電池

CR2032 または同等品に交換します（図 23）。 

4. 使い切った電池を適切に廃棄します。 

5. コントローラの蓋を元の位置に戻し、ねじを締め付けます。 

6. 装置への電源を再び接続します。 

単 2 アルカリ電池 

単 2 電池 

3 V クロック用電池 
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第8章  仕様 

8.1 概要 

Con TROLL PRO コントローラは、2 個のセンサーをサポートする使い

やすいインタフェースを備えたプロセスセンサーコントローラです。

AC 電源仕様と DC 電源仕様があります。 

• DC 電源仕様は、ローカルディスプレイと、地下水または地表水用

In-Situ 製センサーへの通信ゲートウェイを備えた低消費電力のデー

タロガーです。 

• AC 電源仕様は、商用電源で動作するプロセスコントローラで、ロー

カルディスプレイと、In-Situ 製プロセス機器およびセンサーへの通

信ゲートウェイ機能を備えることができます。 

8.2 仕様 

装置の説明 
測定値表示、温度表示、およびメニュー方式のシステムを備えたマイクロ

プロセッサ制御測定ユニット 

動作温度 -20～70℃（-4～158°F）、相対湿度 95%、結露なきこと 

保管温度 -40～85℃（-40～185°F）、相対湿度 95%、結露なきこと 

気圧の精度 最大±3 mbar（300 Pa） 

気圧の分解能 0.01 mbar（1 Pa） 

周囲温度の精度 最大±2°C 

周囲温度の分解能 0.1°C 

筐体 NEMA 4X/IP67 

AC 電源仕様および AC-L 電源仕様：100～240 V ~、0.15 A、50～60 Hz
必要電源 

DC-L 電源仕様：9～36 V 、最大 0.2 A 

出力 (2) 4-20 mA（DC8-36V 外部入力による電流ループ） 

リレー 
(2) 低電圧（<50 V）2 A にて最大 

(2) 高電圧（>50 V）（AC 電源仕様のみ）5 A にて最大 264 VAC 

コントローラの寸法 6.3 × 6.3 × 3.56 インチ（16 × 16 × 9.04 cm） 

コントローラの重量 
AC および AC-L 電源仕様：3.0 ポンド（1.36 kg） 

DC-L 電源仕様：2.4 ポンド（1.09 kg） 

認証 

CE 認定済み（RDO® PRO 光学式溶存酸素センサー付き） 

ETL により、UL および CSA 安全基準に適合する一般的な場所での使用に

ついて記載済み（RDO PRO 光学式溶存酸素センサー付き） 
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第9章 修理とサービス 

9.1 保証規定 

RDO Pro センサー本体の保証は 3 年間、センサーキャップは 1 年間（未開封品は 2 年間）と

なります。また、センサーキャップ、ノーズコーン、O-リング以外のパーツをお客様によって

分解することはお止め下さい。サービスを受けられない場合がございます。 

製品の外観、測定データに異常が確認された場合は、直ちにご使用を中止し、販売代理店または

弊社にご連絡ください。修理・技術的なサポートの手順は以下の通りとなります。 

 

9.2 連絡先 

連絡先： 〒104-0061  

 東京都中央区銀座 7-13-8  第 2 丸高ビル 

 ライフサイエンス部 In-Situ（イン・シチュ）サポート 

  

電話： 03-3545-5720 

Fax： 03-3543-8865 

ホームページアドレス： www.arbrown.com 
 

9.3 修理・サービスのながれ 

1. 製品名、シリアルナンバーを事前に控え、販売代理店または弊社連絡先にご連絡下さい。 

2. ご連絡頂いた際に、弊社または代理店担当者から機器の設置状況、測定環境、不具合の

具体的な症状をお伺いすることがございます。些細な事でも結構ですので情報をお伝え

下さい。 

3. 弊社でのチェックまたはメーカーでの検査/修理が必要と判断された場合、上記へ修理

依頼品をお送りいただきます。  

4.   保証対応の可否、検査/交換による費用が発生した場合の費用について弊社または販売

代理店よりご連絡いたします。 

  

※ 当保証規定は、商品輸送中の事故/盗難等による機器の損害については範囲外となります。 

修理依頼品を送付される際は、貨物保険への加入をお勧めいたします。 

 


